
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 株式会社 東夢
と う む

                 山梨県甲州
こうしゅう

市
し

 

 
第 三 者 継 承 で 地 域 の 産 業 と 景 観 を 守 る 

活動の経緯 
 

ぶどうの産地として有名な甲州市勝沼町では、20年ほど前から美しいぶど
う棚のパッチワークの端に綻びが見られていた。このため、定年をきっかけに
社長の髙野が、友人たちと故郷の町を再生させる取り組みを開始。農業に取り
組んで、できあがったワインで乾杯する日を楽しみにワイナリーを設立。  

平成14年 耕作放棄地の再生に着手 

活動の概要 
 

耕作放棄農地で、ぶどう作りを始めてワイナリー設立。ワイナリー集合施設
「勝沼ワイン村」を作り地域の景観を保全。 

活動の成果、主な実績等 
 
〇廃業農家からの借受と買取を合わせ、現在の約２万平米を耕作。 
〇IターンやUターン者を、20年で約20名採用。勝沼ワイン村の７つのワイ
ナリーのオーナーも、東夢で研修。現在も、農業の楽しさを伝えながら、後
継者を育成。 
〇東夢の立地している一級河川の周辺に、荒廃した竹藪が存在していたた
め、県と市に提案し、３者による一級河川の維持管理協定を締結。定期的に
雑草除去などを行い景観を維持し、刈り取った竹は勝沼ワイン村のレストラ
ンで箸置きなどに使用。 

平成30年 ワイン村全景 


